
例）

 著者名

 書名

 出版年

 出版社

 太宰治  太宰治

 『皮膚と心』  『人間失格』

 昭和15(1940)年4月  昭和23(1948)年7月25日

 竹村書房  筑摩書房

 太宰治  太宰治

 『信天翁
あ ほ う ど り

』  『桜桃』

 昭和17(1942)年11月  昭和23(1948)年7月25日

 昭南書房  実業之日本社

 太宰治  太宰治

 『八十八夜』  『太宰治随想集』

 昭和21(1946)年3月1日  昭和23(1948)年7月13日(再版)

 南北書園  若草書房

 太宰治

 『ろまん燈籠』  『太宰治全集』第二巻　虚構の彷徨

 昭和22(1947)年7月  昭和23(1948)年6月(再版)

 用力社  八雲書店 

 太宰治

 『二十世紀旗手』  『太宰治全集』第三巻　二十世紀旗手

 昭和22(1947)年5月  昭和23(1948)年7月

 浮城書房  八雲書店 

 太宰治

 『斜陽』  「新文芸」創刊号

 昭和23(1948)年7月  昭和21(1946)年1月

 新潮社  虹書房

 太宰治  水上勉

 『東京八景』  『風部落』

 昭和23(1948)年8月  昭和24(1949)年3月

 実業之日本社  文潮社
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番号 書影

1. 太宰治の戦前・戦後 2.太宰治と戦後出版

4 11

―水上勉との縁を一例として

1



 太宰治  徳田秋聲

 『新ハムレット』  『縮図』

 昭和23(1948)年8月  昭和22(1947)年10月(第三刷)

 鎌倉文庫  小山書店

 井伏鱒二  谷崎潤一郎

 『侘助
わびすけ

』  『細雪』

 昭和21(1946)年12月  昭和21(1946)年6月～24(1949)年2月

 鎌倉文庫  中央公論社

 里見弴  太宰治

 『潮風』  『伝記小説　惜別　医学徒の頃の魯迅』

 昭和20(1945)年12月  昭和20(1945)年9月

 鎌倉文庫  朝日新聞社 

 志賀直哉  太宰治

 『和解』  『地主一代』

 昭和20(1945)年12月  昭和24(1949)年4月

 鎌倉文庫  八雲書店

 滝井孝作

 『無限抱擁』

 昭和21(1946)年1月

 鎌倉文庫

 久保田万太郎

 『月あかり』

 昭和21(1946)年5月

 鎌倉文庫  太宰治

 『お伽草紙』

 昭和20(1945)年10月

 筑摩書房

 太宰治

 『パンドラの匣』

 昭和21(1946)年6月

 河北新報社

 横光利一

 『旅愁』（全4篇）

 昭和21(1946)年1月～7月

 改造社
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5.太宰治の本と「検閲」の問題

15 21

3.鎌倉文庫の本 4.戦前・戦後、二つの「検閲」
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